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原三国時代の漆製品はその数が多くなく、前 3 ～ 2
世紀の光州新昌洞遺跡出土の漆器 2 点、後 2 世紀
の漆製品では慶州舎羅里 130 号墳から出土した漆
鞘 1 点を調査した。





116 号墳 ( 彩
さいきょうつか





資料を活用した [ 岡田 1995]。
c. 三国時代～統一新羅時代

































耳杯 (K43(2-1)) 内 伝平壌出土
耳杯 (K43(2-2)) 内 , 外 伝平壌出土
耳杯 (M573)( 訳 1 内 伝平壌出土
勺 (K48(2-2)) 内 , 外 南井里 116 号墳 ( 訳 2 出土
奩 (K224) 内 , 外 貞梧里 127 号墳出土
皿 (K256) 内側縁部 貞梧里 127 号墳出土
盤 (K326) 外 , 縁部 貞梧里 19 号墳出土
表 1　調査対象となった漆器の名称と出土地
写真 2　耳杯 (K43-(2-1))
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　透過光顕微鏡で黒く見える部分が偏光顕微鏡では
若干褐色に見え、EDS 分析をした結果、銀 (Hg) と
カルシウム (Ca) 成分が検出された ( 写真 9 の矢印




鉄 (Fe)、アルミニウム (Al) などで、土粉を使用し
たものと考えられる。特異な点は、骨とほぼ同じに

























成された層がある ( 写真 10)。
写真 8　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 9　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の偏光顕微鏡写真
写真 10　耳杯 (K43(2-1)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 1　耳杯 (K43(2-1)) の SEM-EDS 分析の結果
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から上記耳杯 (K43(2-1)) で観察された有機物と推
定される黒い粒子も観察された ( 写真 12 の矢印部
分 )。外面の漆片の特異な点は、顕微鏡観察時に異








察された ( 写真 15)。3.1. と 3.2. の耳杯と同様に、
下地層の顕微鏡観察では異なってみえる 3 部分が
分析の結果骨粉と判明し ( 写真 14 の矢印部分 , 図
図 2　耳杯 (M563) の SEM-EDS 分析の結果
(青 :Ca, 赤 :Hg, 緑 :Si)
写真 11　耳杯 (K43(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 12　耳杯 (K43(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 13　耳杯 (K43(2-2)) 内面から採取した漆の顕
微鏡写真
写真 14　耳杯 (M573) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 15　耳杯 (M573) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
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2)、また有機物と推定される黒い粒子がみられた





と酸素 (O) が主成分の黒色層が観察され ( 写真 18
の矢印部分 , 図 3)、これは赤色系統の顔料である鉛
丹などを使用したものと考えられる。また黒色層下
と内面の朱漆層下でも顆粒状の粒子が少量ではある







写真 16　勺 (K48(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 17　勺 (K48(2-2)) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 18　勺 (K48(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 19　勺 (K48(2-2)) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 3　勺 (K48(2-2)) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 18 に矢印で示された部分 )
木材組織が観察され ( 写真 23)、木粉で構成された
層と偏光顕微鏡の下で明るく見える木粉と鉱物層
で構成された層の 2 層で構成されていた ( 写真 20
～ 22)。内面の上部漆は辰砂を包含する朱漆層で、
外面の漆層上部に文様を描く際にできたものとみ
られる朱漆層が確認された ( 写真 22 の矢印部分 )。
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写真 20　奩 (K224) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 21　奩 (K224) 内面から採取した
漆の偏光顕微鏡写真
うに燐 (P) とカルシウム (Ca) で構成されていたが、
鉄 (Fe) の比率が明るいところが相対的に高かった
( 写真 25 ↓の↑部分 , 図 5, 6)。血液の骨組織内沈
着などと関連があるものと考えられる。
　特異な点は、漆層最上部の顕微鏡で黒く見える
部分から銀 (Ag) と硫黄 (S) が検出されたことで ( 写
写真 22　奩 (K224) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 23　奩 (K224) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 24　皿 (K256) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 25　皿 (K256) 内面から採取した
漆の顕微鏡写真
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図 6　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果







写真 26　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 27　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
写真 28　盤 (K326) 外面から採取した
漆の顕微鏡写真
図 4　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 24 に矢印で示された部分 )
図 5　皿 (K256) の SEM-EDS 分析の結果
(写真 25 に矢印↓で示された部分 )
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も観察された ( 写真 27 の矢印部分 )。また別の形
態の骨粉粒子も見られた ( 写真 28 の矢印部分 )。
Ⅳ .おわりに
　調査された漆器は全て木材が素地である木心漆器



























訳 1) 表 1 と写真 3 では遺物番号が「572」となっている。
本文ならびにその他図では「573」とあり、後者が正
しいため訂正した。







ユ  ヘ ソ ン
恵仙・李
イ  ヨ ン ヒ
容喜 2003「楽浪漆器의 漆技






Abstract　The lacquer ware objects of NangNang were 
treated for conservation and seven of them were studied 
on the manufacturing technic. When we examined them 
using microscopes and an SEM-EDS analysis, the lacquer 
layer was proved to consist of two parts: the ground 
and the upper lacquer. The ground coating was made 
of several mixed materials such as powdered bone and 
minerals. Many forms of powdered bone were observed. 
We could find out that HgS, PbO and AgS were used as 
pigments. We could also find out a specific process and 
materials were used for those objects, although we could 
not say definitely what they were because the number of 

















厚さが薄いものは約 30㎛で ( ⑨弓 )、厚いものは
157㎛と器物間の偏差が大きく、漆層下の木材組織
まで漆が浸透していることが分かった。⑤円筒形漆



























出土地 楽浪 後 1 世紀 楽浪 後 1~2 世紀
貞梧洞 19 号墳 箸
貞梧洞 127 号墳 円形奩
南井里 116 号墳 勺 ( 後 2 世紀後半 )
伝楽浪 4 号墳 耳杯 ( 後 1~2 世紀 )
王盱墓
建平 12 年 [69]
耳杯




出土地 後 3~4 世紀 後 5~6 世紀 後 7 世紀以降
大成洞古墳












































器 A の場合、漆層の各面が非常に平滑であり、4 枚
の層に明瞭に区分された。他の茶戸里 1 号墳出土
漆器は漆層最下部の黒色漆部分のみ明瞭に見えるだ
けで、漆層の境界は明らかではない (2~4 枚の漆層 )。
2) 黒色漆
　茶戸里 1 号墳漆器のうち円筒形漆器など 6 点は、










は茶戸里 2 号墳と 6 号墳から出土した一部漆器片
























厚さ (㎛ ) 顔料 特徴
①円形高杯 ( 推定片 ) 80 木器表面赤褐色着色 ( 深さ 130㎛ ), 酸化鉄の検出
②牛角形漆器 141 上塗層に黒色微粒子分散
③剣鞘 95 煙煤 漆に煙煤粒子混合
④漆器片 45 煙煤 黒色漆 (18㎛ ) →漆煙煤が沈殿する
⑤円筒形漆器 A
( 推定片 ) 157 煙煤 黒色漆 (63㎛ ) →漆 (3 層 )
⑥円筒形漆器 B
( 推定片 ) 60 煙煤 漆層各面が平滑である (4 枚の層 )
⑦団扇 45 煙煤 黒色漆 (26㎛ ) →漆煙煤が沈殿する
⑧杯 ( 推定片 ) 107 煙煤 黒色漆 (18㎛ ) →漆煙煤が沈殿する
⑨弓 30 煙煤 黒色漆 (60㎛ ) →漆煙煤が沈殿する
⑩不明棒状漆器 90 下部漆層に煙煤粒子混合 , 木材樹皮の厚さ 145㎛
⑪三角鋸歯文筒形漆器 130 35 煙煤 , 辰砂 下部漆層に煙煤粒子混合漆→朱漆文様
⑫陶胎漆器 65 辰砂 浸炭層 (?) →漆 (4 枚の層 )
は下地があるものを見つけることができなかった。












出土地 / 種類 漆塗膜断面構造
①
茶戸里 1 号墳















































出土地 / 漆層構造 漆塗膜の断面構造
茶戸里 1 号墳


































は約 100㎛で、2 ～ 3 枚の漆層に区分される。慶
州舎羅里 ( 사
サ ラ リ










厚さ (㎛ ) 顔料 特徴
新昌洞遺跡 円筒形漆器 145
新昌洞遺跡 太極文漆器 100 漆層が盛り上がる , 木材組織に漆が浸透
舎羅里 130 号墳 鞘 144 木材組織に漆が浸透
表 6　原三国時代漆器の漆塗膜構造
図 3　初期鉄器時代～原三国時代の漆器の漆塗膜断面構造
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貞梧洞 19 号墳　盤 (後 1世紀 )
　漆全体の厚さは約 470㎛で、「織物層→下地→
漆層 (2 枚 )」で構成されている。
南
な ん せ い り
井里 (남
ナムジョンリ








楽浪 4号墳　耳杯 (後 1～ 2世紀 )
　漆全体の厚さは、内部が約 500㎛、外部が 530
㎛である。耳杯の内部は「下地→漆→朱漆層」に








楽浪王盱墓　耳杯 (建武 28 年 [AD 52])
　漆層の厚さは約 450㎛で、「織物層→下地→黒
色の懸濁状微粒子を含んだ漆層→漆層 (2 枚 )」に
なっている。
楽浪王盱墓　黒漆塗り木履 (後 1世紀 )
　漆全体の厚さは 200㎛で、漆層の最下部から「透
明な粒状粒子を含んだ黄褐色漆層 ( 下地 ) →黒色
漆 ( 煙煤 ) →漆層 (2 枚 )」の構造である。






黒漆塗り木履は、下地 ( 下地：漆 + 澱粉包含 ) 上に
煙煤を包含する黒色漆を厚く塗って、さらに透明な









するために鉛丹 (Pb3O4) を使用したことが SEM-EDS
分析の結果から確認された。
4) 下地・骨灰
　楽浪 4 号墳出土の耳杯と貞梧洞 19 号墳の盤は漆




杯は木粉 ( 木粉 - 木屎 ) と土粉を、楽浪盱墓の盤 ( 建



















厚さ (㎛ ) 顔料 特徴
貞梧洞 127 号墳
円形奩 ( 内 ) 238 126 木粉 / 土粉 28
辰砂
(22㎛ )
織物層→ ( 漆 + 木粉 ) → ( 漆 + 土粉 ) →
漆層→朱漆層
貞梧洞 127 号墳
円形奩 ( 外 ) 179 161
木粉 /
土粉 (31㎛ ) 16 織物層 280㎛
貞梧洞 19 号墳 盤 ( 外 ) 470 367 骨粉 (140㎛ )/ 土粉 辰砂
貞梧洞 19 号墳 盤 ( 縁 ) 245 211 骨粉 (142㎛ )/ 土粉
南井里 116 号墳 勺 ( 内 ) 204 163 土粉 (65㎛ ) 43
南井里 116 号墳 勺 ( 外 ) 363 293 土粉 (62㎛ ) 辰砂(11㎛ )
楽浪 4 号墳 耳杯 ( 内 ) 500 450 骨粉 (225㎛ )/ 土粉 50 鉛丹 下地に穀物粒を含む
















出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
①貞梧洞 127 号墳　円形奩
内面 , 偏光 外面 , 透過光 外面 , 偏光
②貞梧洞 19 号墳　盤
外面 , 透過光 境界部 , 透過光 境界部 , 偏光
③南井里 116 号墳　勺
内面 , 透過光 内面 ( 訳 4, 偏光 外面 , 透過光
④楽浪 4 号墳　耳杯
内面 , 透過光 内面 , 偏光 外面 , 透過光
出土地 / 名称 漆塗膜断面構造 出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
⑤楽浪王盱墓　盤 [AD69] ⑥楽浪王盱墓　耳杯 [AD52]
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성동 ) 古墳　盾の痕跡 (3 世紀 )





















こ う づ か





パ ン ネ リ













성 )　椀 (6 世紀 )
　漆全体の厚さは約 73㎛で、漆層の境界区分が
不明瞭で、漆が木材組織まで浸透している。漆層
の下に部分的に黒色微粒子 ( 煙煤 ) が沈殿してい
る。











扶餘陵山里寺址出土　不明漆器片 (6 世紀 )
　漆全体の厚さは約 122㎛で、漆が木材組織に浸


















































片 (4 世紀 )、陵山里寺址の円形漆器片 (6 世紀 )、芳














厚さ (㎛ ) 顔料 特徴
大成洞古墳 盾痕 121 68 辰砂 黒漆→漆→朱漆層 , 漆層上面の凹凸が大きい
石村洞古墳 鋸歯文盤 63 7 土粉＋煙煤 ( 炭化材が混じる ) 16 酸化鉄
法泉里古墳 朱漆文漆片 592 568 骨粉 (132㎛ ),土粉 30 辰砂
壺杅塚 盛矢具 165 土粉＋煙煤 辰砂 漆層 (8 枚 )
芳内里古墳 朱漆方形箱 104 90 骨粉 (82㎛ )/土粉 33
武寧王陵 棺 101 木材組織に漆が浸透している , 漆層にムラがある
月坪山城 椀 73 煙煤 (?) 漆層下に黒色微粒子沈殿
月坪山城 鞍橋 23 87 土粉 (41㎛ ) 3 枚の漆層
陵山里寺址 円形漆器 197 4 枚の漆層
陵山里寺址 不明漆器片 122 3 枚の漆層
表 8　三国時代漆器の漆塗膜構造
出土地 / 名称 漆塗膜断面構造 出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
大成洞古墳
盾の痕
( 金官伽耶 , 3 世紀 )
透過光
石村洞古墳　鋸歯文漆盤
(3~4 世紀 ) 透過光
法泉里古墳
朱漆文漆片




















が ん お う ち
鴨池 (안
ア ナ プ チ
압지 ) 出土　銀平脱花形漆器
　漆全体の厚さは約 338㎛で、「織物層 ( 心着せ )




























里古墳 ( 新羅 ) 出土の朱漆方形箱でも確認されてい
る。
表 9　統一新羅時代漆器の漆塗膜構造






厚さ (㎛ ) 顔料 特徴
雁鴨池　銀平脱花形漆器 338 308 骨粉 (92㎛ ) 心着せ織物の繊維組織の間隔 600㎛
雁鴨池　捲胎漆器 ( 内 ) 565 448 土粉 (76㎛ )/骨粉 44
辰砂
(15㎛ )
雁鴨池　捲胎漆器 ( 外 ) 283 196 土粉 (53㎛ )/骨粉
出土地 / 名称 漆塗膜断面構造 出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
月坪山城　椀
(6 世紀 ) 透過光
月坪山城　鞍橋
(6 世紀 ) 透過光
陵山里寺址　円形漆片





( 図 5　つづき )
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出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
雁鴨池　銀平脱花形漆器
( 統一新羅 , 7~9 世紀 ) 透過光 　　　　　　　
出土地 / 名称 漆塗膜断面構造
雁鴨池  捲胎漆器底部 ( 内 ) 透過光 偏光
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体に布を張って被覆する布着せ ( 織物心 ) がある。
調査対象は限られたものであるが、茶戸里 1 号墳






有量が多く ( 粘度が低い )、不純物が良く濾過され
ていないことを示すもので、あまり精製が十分では
ない漆が使用されたためであると判断される。ただ





































이용희・유혜선・김경수 2008「다호리 유적 출토 
칠기의 칠기법 특징－칠도막의 구조해석을 통한 칠
기법 욘구－」『갈대밭 속의 나라 , 다호리－그 발

















ユ  ヘ ソ ン
恵仙・李
イ  ヨ ン ヒ
容喜
(韓国国立中央博物館 保存科学室 )



































　今回調査した楽浪漆器は計 7 点で、勺 1 点、筒
形漆器 1 点、皿 2 点、そして耳杯 3 点である ( 写
真 1~7)。それぞれの遺物から自然脱落した漆片を
試料に使用し、可能な限り内・外面を共に調査した
が、脱落した漆片がなく片面を調査した遺物もある
( 表 1)。
